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仲
間
と
競
争
せ
ず
、
弱
い
人
と
共
に
団
結
し
て
闘
お
う
。 

 

な
く
そ
う
差
別
！
運
転
免
許
証
の
本
籍
地
記 

仲
間
と
競
争
せ
ず
、
弱
い
立
場
の
人
と
共
に
団
結
し
て
闘
お
う
。 

期
間
雇
用
社
員
の
希
望
者
全
員
の
正
社
員
化
を
。 

め
ざ
せ
、
均
等
待
遇
、
な
く
そ
う
差
別
！ 

ユ
ニ
オ
ン
は
労
契
法
裁
判
に
勝
利
す
る
ぞ
！ 

 Ｔ
ｗ
ｉ
ｔ
ｔ
ｅ
ｒ
ペ
ー
ジ
を
開
設
し
ま
し
た
！

 
未
来
の
バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー
も
見
れ
ま
す
。
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ユ
ニ
オ
ン
長
崎
で
検
索
！

 

  
 

お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

 

暑
さ
が
続
く
中
、
先
週
は

不
安
定
な
天
気
が
続
き
ま
し

た
。
１
４
日
は
長
崎
県
で
「
線

状
降
水
帯
」
が
発
生
し
、
早

朝
か
ら
落
雷
、
大
雨
で
冠
水

す
る
道
路
も
あ
り
ま
し
た
。

Ｊ
Ｒ
が
運
転
を
見
合
わ
せ
た

関
係
も
あ
り
、
朝
の
長
崎
市

内
は
大
渋
滞
で
し
た
。
ま
た

長
崎
県
北
部
で
は
翌
１
５
日

も
「
線
状
降
水
帯
」
が
発
生

し
ま
し
た
。 

１
８
日
は
日
曜
日
で
し
た

が
朝
か
ら
落
雷
、
大
雨
と
な

り
大
雨
・
洪
水
警
報
も
発
令

さ
れ
、
出
勤
者
は
一
時
局
内

待
機
と
な
る
な
ど
、
安
全
最

優
先
で
の
業
務
運
行
と
な
り

ま
し
た
。 

自
然
災
害
は
一
歩
間
違
え

れ
ば
命
取
り
で
す
。
避
難
、

待
機
な
ど
は
早
め
の
行
動
が

肝
心
で
す
。 

 

９
月
１
６
日
、
長
崎
県
労

連
第
３
６
回
定
期
大
会
が
開

催
さ
れ
、
山
田
支
部
長
が
代

議
員
と
し
て
出
席
し
ま
し
た
。

会
場
は
長
崎
市
役
所
２
階
多

目
的
ス
ペ
ー
ス
で
、
昨
年
に

続
き
オ
ン
ラ
イ
ン
併
用
で
の

開
催
と
な
り
ま
し
た
。 

 

大
会
は
千
北
副
議
長
の
司

会
か
ら
始
ま
り
、
議
長
団
に

は
自
治
労
連
の
峰
代
議
員
と

建
交
労
の
内
田
代
議
員
が
選

出
さ
れ
ま
し
た
。
乾
県
労
連

議
長
の
挨
拶
、
各
委
員
会
報

告
と
続
き
、
幹
事
会
か
ら
鳥

巣
事
務
局
が
議
案
の
提
案
を

行
い
ま
し
た
。 

議
案
に
つ
い
て
は
今
年
度

の
運
動
方
針
に
関
す
る
第
１

号
議
案
、
昨
年
度
の
決
算
及

び
今
年
度
の
予
算
に
関
す
る

第
２
号
議
案
が
提
案
さ
れ
ま

し
た
。 

そ
の
後
は
休
憩
を
挟
み
質

疑
討
論
へ
と
移
り
出
席
し
た

多
く
の
労
組
か
ら
取
組
み
正

社
員
の
待
遇
を
下
げ
て
格
差

を
無
く
す
手
法
と
職
場
の
現

状
・
問
題
点
が
報
告
さ
れ
ま

し
た
。 

 

ラ
ラ
コ
ー
プ
労
組 

春
闘
の
取
組
み
と
し
て
大

人
数
で
団
交
を
開
催
で
き
な

い
か
と
考
え
、
オ
ン
ラ
イ
ン

で
開
催
す
る
こ
と
に
し
た
。

結
果
４
０
人
を
超
え
る
参
加

者
で
、
非
常
に
盛
り
上
が
る

団
交
と
な
っ
た
。
賃
上
げ
の

上
積
み
は
で
き
な
か
っ
た
が

夏
季
一
時
金
の
上
積
み
に
影

響
を
与
え
た
の
で
は
と
考
え

て
い
る
。 

医
労
連 

コ
ロ
ナ
が
５
類
と
な
り
、

過
去
の
も
の
と
な
っ
て
い
る

よ
う
だ
が
、
人
手
不
足
や
ベ

ッ
ド
不
足
な
ど
で
医
療
は
ひ

っ
迫
し
て
い
る
。
組
織
強
化

に
関
し
て
は
対
話
を
軸
に
声

を
掛
け
て
い
く
。 

建
交
労 

石
木
ダ
ム
問
題
に
関
し
て

は
毎
週
月
曜
日
に
県
庁
前
で

ス
タ
ン
デ
ィ
ン
グ
ア
ピ
ー
ル

を
行
っ
て
い
る
。
じ
ん
肺
キ

ャ
ラ
バ
ン
は
、
３
４
年
目
に

突
入
し
た
。 

ア
ス
ベ
ス
ト
問
題
で
は
解

体
が
進
ん
で
い
る
旧
Ｎ
Ｂ
Ｃ

や
解
体
予
定
の
水
道
局
で
は

小
さ
い
看
板
し
か
設
置
し
て

い
な
い
。
も
っ
と
市
民
に
知

ら
せ
る
よ
う
な
た
た
か
い
が

必
要
だ
。
三
菱
を
相
手
に
下

請
け
労
働
者
が
裁
判
を
た
た

か
っ
て
い
る
が
、
地
裁
で
は

一
部
不
当
判
決
が
出
た
。
高

裁
へ
の
支
援
を
お
願
い
し
た

い
。 自

治
労
連 

諫
早
市
が
出
資
す
る
一
般

財
団
法
人
で
パ
ワ
ー
ハ
ラ
ス

メ
ン
ト
被
害
を
訴
え
自
治
労

連
に
加
入
し
た
男
性
が
「
諫

早
市
指
定
管
理
者
組
織
の
パ

ワ
ハ
ラ
な
ど
を
訴
え
て
も
全

く
相
手
に
さ
れ
な
か
っ
た
の

が
、
５
月
に
ツ
イ
ッ
タ
ー
を

始
め
た
と
こ
ろ
反
応
が
あ
っ

た
。
そ
の
後
自
治
労
連
に
加

入
し
、
１
月
後
に
団
体
交
渉

を
行
う
事
が
で
き
た
。
一
瞬

で
対
応
が
変
わ
っ
た
こ
と
に

労
働
組
合
の
力
を
感
じ
た
。」

と
発
言
さ
れ
ま
し
た
。 

郵
政
ユ
ニ
オ
ン 

①
全
国
で
和
解
が
成
立
し

た
郵
政
ユ
ニ
オ
ン
集
団
訴
訟

の
報
告 

②
夏
期
冬
期
休
暇
削
減
に

関
し
て
、
基
本
給
加
算
は
あ

っ
た
も
の
の
、
訴
訟
リ
ス
ク

に
備
え
一
般
職
の
住
居
手
当

廃
止
の
時
と
同
様
に
、
会
社

か
ら
の
「
正
社
員
の
待
遇
を

下
げ
て
格
差
を
無
く
す
」
提

案
に
Ｊ
Ｐ
労
組
は
合
意
し
た
。 

③
労
働
相
談
か
ら
の
組
織

拡
大
の
報
告
。 

④
ヤ
マ
ト
運
輸
と
の
協
業

に
つ
い
て
の
４
点
を
報
告
し

ま
し
た
。 

そ
の
他
に
も
、
高
教
組
、

自
交
総
連
、
年
金
者
組
合
、

幹
事
会
か
ら
の
発
言
な
ど
、

９
名
の
代
議
員
か
ら
発
言
が

あ
り
ま
し
た
。 

休
憩
を
挟
み
、
幹
事
会
か

ら
ま
と
め
の
答
弁
を
行
い
ま

し
た
。
議
案
の
採
決
で
は
１

号
議
案
、
２
号
議
案
共
に
採

択
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
役

員
選
挙
、
ス
ロ
ー
ガ
ン
、
大

会
宣
言
採
決
と
続
き
、
最
後

は
乾
議
長
の
団
結
ガ
ン
バ
ロ

ー
で
大
会
は
終
了
し
ま
し
た
。 

 

 

全労協・郵政産業労働者 

ユニオン長崎中郵支部 

機関紙・ 「みらい」 
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期間雇用パート労働者の皆さん! 困リごとは職場の郵政ユニオンへご相談を。      

1 集-海江田, 2 集-向井, 3 集-山田, 支部・分会の役員へ。        


